
 

第６回 戸倉保育園改築事業基本計画検討委員会会議録 

                                   

日 時  令和 5年 12月 20日（水） 午後 1時 30分から午後 3時 00分 

場 所  千曲市ふれあい福祉センター 4階 4会議室 

出席委員  12名（15名のうち） 

欠席委員  3名 

事 務 局  次世代支援部長、保育課長、保育施設係長、保育施設係、特定非営利活動法人ＳＣＯＰ 

 

 

 １．開 会 

事務局 

お忙しいところお集まりいただきまして、ありがとうございます。当検討委員会事務局の、保育課長の

齊藤と申します。 

本日、斎藤委員さん、早志委員さんから欠席される旨のご連絡をいただいておりますので、ご報告いた

します。（柳澤委員も欠席） 

事務局 

それでは、当検討委員会の濵田副委員長より開会のことばをお願いします。 

濱田副委員長 

ただ今から、第６回戸倉保育園基本計画検討委員会を開会いたします。 

 

 ２．委員長あいさつ 

事務局 

続きまして、２．委員長あいさつ。小林委員長よりごあいさつをお願いします。 

小林委員長 

（小林委員長 あいさつ） 

 

 ３．会議事項 

事務局 

ここからは、本委員会要綱第６条第２項の規定によりまして、小林委員長には議長として、会議の進行

をよろしくお願いします。 

小林委員長 

それでは会議事項に入りますが、事項ごとに資料にしたがいまして、事務局より説明があります。委員

の皆様は、質疑・ご意見のある場合には、事務局の説明が終わりました後に簡潔にお願いいたします。 

それでは会議事項（１）戸倉保育園基本計画（案）について、事務局より説明をお願いいたします。 

事務局 

（資料１ 戸倉保育園基本計画（案）について 説明） 

小林委員長 
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事務局より説明が終わりました。 

質疑・ご意見のある方は、発言をお願いいたします。 

滝澤委員 

9ページの医療的ケア児保育とはどういう保育なのか。継続なのか新規なのか。 

事務局 

現在市内の２つの保育園で実施している。国の方針で医療的ケアが必要な幼児も保育園で受け入れてい

くことになっているので、新しい戸倉保育園についても該当する園児がいる場合は受け入れていきます。 

滝澤委員 

4ページの概況図面で土手から 18ｍの河川保全区域はわかるが、真ん中の９ｍの線の意味は。 

事務局 

土手から 18ｍの河川保全区域の９ｍ以内と９ｍ～18ｍ以内でそれぞれ条件が変わってくるため線を表示

している。建物が建てられないということではないが、協議を要するということです。 

滝澤委員 

6 ページの 4 行目で「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」を平成 30 年に行ったとなっているが平

成 31年ではなかったか。 

事務局 

資料編の ix ページで「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」を平成 31 年に実施しましたと掲載し

ているので確認します。（平成 31年で確認しました。） 

滝澤委員 

資料編 xvページの（５）検討プロセスで、今年の 6月 5日に検討委員会で上山田保育園とあんずの里保

育園の現地視察会を実施したので、それも掲載したらどうか。 

事務局 

検討委員会の活動として掲載させていただきます。 

小林委員長 

意見や要望、感想でも良いので一人ずつご意見をいただきたい。 

阿比留委員 

いろんな方が子どもたちのために案を出していただく会議に出させていただき、貴重な体験をさせてい

ただいた。 

小林千はる委員 

以前の会議で現場の声を聴いて反映してほしいと話があったが、反映させたのか。 

事務局 

戸倉保育園の園長、主任保育士にヒアリング調査を行い、基本計画（案）に反映させている。今後、基本

設計までに戸倉保育園だけでなく全保育園にアンケートを実施して意見集約を行う予定です。 

荒井委員 

自分の思っていることが全部反映されているのか。まだ何かありそうな気もするがどんな設計になるか

楽しみ。 

水澤委員 

水道について、年齢に応じた数が必要だと思う。保育室のオープンな空間について、園によって環境が違
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いすぎて、異動してきた保育士が対応できるか心配。千曲市全体の保育士がそういった方向へ向かって

行かないと難しいかもしれない。可動式の壁や仕切について、年齢によって活動が違うため音の問題な

どでうまくいかなかった経過もある。 

事務局 

水道については年齢によって数や大きさなどに配慮をしていきたい。 

保育室のオープンな空間については、これまでにないモデル的なものになるので、現場の声をしっかり

聴いて、設計とすり合わせを行っていきたい。 

西澤委員 

工期によって年度をまたぐと新しい園舎に入れる園児と入れない園児が出てくるので、なるべく早く建

設してあげたい。 

事務局 

早急に事業が進められるようにやっていきたい。 

滝澤委員 

現地建替えは良いが仮設園舎はどのように考えているか。 

事務局 

現段階では、白鳥園の敷地の最南端あたりを検討している。 

滝澤委員 

千曲川右岸堤防上を車が走行しており、車が転落する危険性がある。ガードレールの設置をお願いした

い。 

事務局 

以前、同様のご意見をいただいた後、市の道路河川課に相談した。道路河川課でも千曲川河川事務所に相

談すると聞いている。 

倉島委員 

6月の見学会に参加したが良かった。良いものは取り入れて改善してほしい。 

現在送迎で使っているふれあい福祉センターの駐車場の出入りが激しいので、交通整理の人がいても良

いのではないか。園児の安全が第一である。 

事務局 

良い部分は取り入れて、新しい保育園で改善していきたい。 

交通整理については、新しい保育園も送迎用駐車場はふれあい福祉センターを利用しますが、交通整理

員を確保することは難しいので保護者に交通ルール、通園のルールを守っていただくよう徹底していき

たい。 

髙栁委員 

基本計画策定のプロセスなど大変貴重な経験をさせていただいた。 

園児の多様性、可能性を見極めていくには、保育園で多くの体験をすることが大切。 

マンパワー、組織、チームで働きやすい環境を育てていくことが大切。 

将来的な園児減、持続可能な園の運営が大切 

事務局 

保育現場でもマンパワーは問題になっている。新しい保育園で現場の保育士の負担が軽減されるような
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保育園の建設を目指していきたい。 

大川委員 

これまでの経験を新しい保育園に反映できればと思う。若い保育士の意見も吸い上げていきたい。 

ふれあい福祉センターの駐車場については、小中学校の参観日や花火の際には交通整理を行っている。

普段もできうる限り交通整理を行っていきたい。 

濵田副委員長 

園児たちの安全面と保育士さんが誇りを持って仕事ができる職場づくりが大切だと思う。 

 

小林委員長 

戸倉保育園基本計画（案）についてはよろしいでしょうか。 

〈異議なし〉 

 

小林委員長 

続きまして、会議事項（２）その他について事務局より説明をお願いします。 

事務局 

今後のスケジュールについて説明します。 

まず、本日いただいたご意見をもとに戸倉保育園基本計画（案）を修正します。1月中旬に検討委員の

皆様方に修正後の基本計画（案）を送付します。その後 30日間のパブリックコメントの期間があります。

そこで出てきたご意見を踏まえて再度修正を行い、3月中旬に第 7回の検討委員会を開催します。 

そこで最終（案）を審議いただき戸倉保育園基本計画の策定となります。 

また、本日伝えきれなかった文言等の修正につきましては本日お配りしました「戸倉保育園基本計画

（案）内容の確認について」にご記入いただき 1月 5日までに事務局まで送信ください。 

小林委員長 

事務局より説明が終わりました。 

質疑・ご意見のある方は、発言をお願いいたします。 

（意見無し） 

小林委員長 

皆さま、お疲れさまでした。 

以上で、すべての会議事項が終りました。 

皆様のご協力をもちまして、滞りなく進行することができました。あらためて皆様に感謝申し上げます。 

ご協力ありがとうございました。 

ここで議長を退任させていただきます。 

 

４．その他 

事務局 

議長をお務めいただきました小林委員長さんには非常にスムーズに会議を進めていただきまして、誠

にありがとうございました。 
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５．閉会 

事務局 

その他に委員の皆様方会議全体を通しまして何かご意見等ございますでしょうか。 

よろしいですか。 

では最後に濵田副委員長から閉会の言葉をお願いいたします。 

濱田副委員長 

皆さま大変お疲れ様でございました。以上をもちまして、本日の会議を閉会といたします。 

ご協力ありがとうございました。 


